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新規事業を紹介
　分野別に特徴的な新規事業を青字で紹介します。
赤字は「ビジョン2024」の実現を加速させるための
諸施策を盛り込んだ特別枠「おおいたビジョン加速
枠」（133事業・33億9,900万円）です。黒字は既存事
業ですが、一部新規事業が含まれています。

（　）は予算額

【防災減災・復興】
　防災・減災対策加速化支援事業（１億5,000万円）
は、災害に強い人づくり・地域づくりを推進するた
め、市町村などが行う避難所の環境改善や地域の防
災活動、各家庭等における防災対策に対し助成しま
す。
　応急仮設住宅の迅速な供給体制を構築するため、
応急仮設住宅供給体制整備事業（8,260万円）では、
建設候補地の応急仮設住宅の概略設計（178か所）を
実施し、市町村向けに建設候補地選定の手引きの作
成を進めます。
　佐賀関大規模火災に関して、大分市が行う被災地
の防災道路等の整備に対し助成する漁業集落環境整
備事業（4,274万円）を予算化。

【介護・福祉】
　在宅医療ニーズの増加に対応する
ため、訪問看護強化事業（2,757万
円）は、訪問看護提供体制の充実を
図り、訪問看護人材の確保を行う訪
問看護総合支援センターを設置します。
　家庭養護推進事業（1億1,315万円）は、社会的養
育を要するこどもを家庭的な環境で養育する里親委
託を推進するため、里親募集から委託児童の自立支
援まで切れ目ない支援体制を構築します。

【商業・観光】
　おおいたスタートアップ支援事業（1億7,182万円）
は、新たなビジネスや雇用を創出し、地域経済の活
性化を図るため、創業の裾野拡大と起業家の発掘・
育成等に取り組みます。
　本県の魅力発信力を向上させ「選ばれるおおいた」
を実現するため、おおいた魅力発信向上事業（4,000
万円）では、全庁でキャラクターを活用した効果的
なPRを展開します。

【生活環境・移住促進】
　道路交通の安全を確保し、ドライバーの安心で
快適な走行環境を実現するため、路面標示緊急補
修事業（警察本部4,361万円）（土木建築部7,975
万円）では、摩耗している道路中央線や外側線を
補修します。
　県内全域において生活交通の確保に向け、市町
村が運行するコミュニティバス等の運行費を助成
するほか、デマンド交通への移行を支援する生活
交通路線支援事業（２億906万円）が予算化され
ました。
　おおいた移住定住促進事業（２億1,781万円）
では、本県へのUIJターンや定住を促進する移住相
談会を開催するほか、市町村と連携して移住者向
けの応援金の給付等に取り組みます。なお、産業
人材確保・育成プランの人手不足９分野（運輸・
介護・建設業等）に就職した方には、移住応援給
付金が加算されます。

【物価高騰対策・働き方改革】
　物価高騰の影響を受ける
生活者の家計負担を軽減す
るため、市町村によるプレ
ミアム商品券の追加発行に
機動的に対応する物価高騰
対応プレミアム商品券支援
事業（27億2,100万円）を進めます。
プレミアム率30％（県20％、市町村10％）

　働き方改革推進・支援事業
（6,066万円）では、多様な人
材の確保に向け、企業の働き
方改革による魅力ある職場環
境づくりを後押しするため、
男性育児休業取得の促進に取
り組む中小企業等を支援しま
す。

【工業・DX】
　大分コンビナートのカーボンニュートラルと持
続的発展の両立を実現するため、グリーン・コン
ビナートおおいた創出事業（１億4,426万円）で
は、今後の投資の促進に向けた調査事業に取り組
みます。
　中小企業等のDXを推進するため、各社の課題に
応じたきめ細かな支援体制を構築するとともに、
デジタルツールの導入やデータを活用した経営改
善の取り組み等を支援する中小企業等DX総合支援
事業（１億27万円）を実施。

【農林水産】
　中核的経営体の規模拡大を推進するため、農林
水産業労働力支援体制整備事業（１億5,783万円）
では、農業支援サービス事業体等の活用による労
働力の確保や働きやすい環境づくりを支援します。
　水田作物の安定的な生産・供給に向けた経営体
の規模拡大を推進するため、水稲乾田直播栽培の
導入等を支援する水田農業産地力強化対策事業
（１億4,186万円）を進めます。
　高水温化等の環境変化に対応した効果的な資源
造成を行うため、環境変化対応型栽培漁業推進事
業（4,027万円）では、
暖かい海でも生息が
可能で、高単価なキ
ジハタの種苗大量生
産技術の確立に取り
組みます。

【文化・多文化共生】
　しいきアルゲリッチハウス活用促進事業（4,709
万円）では、本年9月に県有化予定のしいきアルゲ
リッチハウスを活用して、芸術文化の鑑賞機会の
充実に取り組みます。
　外国人から選ばれる大分県を実現するため、外
国人が地域社会の一員として活躍するとともに、
安心して暮らすことのできる環境を整備する多文
化共生推進事業（5,798万円）は、相談対応等を
行う「外国人共生コーディネーター」を振興局に
配置します。

【教　育】
　社会に求められる人材の育成と魅力・特色ある
学校づくりを図るため、地域との連携強化に向け
た取り組みを推進す
る県立高校未来共創
事 業（4,784万 円）
を進めます。
　市町村立学校給食
費無償化事業（27億
5,657万 円）で は、
保護者の経済的負担
を軽減するため、小
学校の給食費無償化
に取り組む市町村に対し助成します。
　保護者の教育費負担を軽減し、教育の機会均等
を図るため、私立高等学校等就学支援事業（39億
5,456万円）により、私立高校授業料の助成額を
拡充します。

私が所属しています県民クラブもＨＰを
開設していますので御覧下さい。

大分県議会　県民クラブ


